
― エタノール
― 超音波洗浄 10min
― 風乾（暗所乾燥）24h程度

ICP-MS/MS（*1）

― HNO3 5mL
※添加時に反応が激しい場合は、室温で静置後、加温する

熱分解処理
（DigiPREP Jr.）

― 精製水で20mLに定容

試料秤量約0.2g

定容

― 昇温条件の設定・実施
（右図参照）

― 加熱分解処理終了後、放冷
― H2O2 0.5mL添加

同条件にて再分解、放冷

サンプル予備洗浄
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認証標準物質を利用した生体組織中の元素金属分析

1. 酸分解 操作フロー図

金属は海水・土壌・食品など自然界の様々なところに含まれ、経時的に体内に蓄積されていきます。病状
診断や疫学調査のために広く成分分析が行われており、生体組織の中でも特に毛髪・爪についてはサンプ
リングが簡単で動物にストレスを与えにくい方法のため、日常的な評価に使用しやすいとされています。

今回は開放型ヒートブロック方式酸分解システムであるDigiPREP Jr.を使用して生体組織の熱分解処理を
行い、ICP質量分析装置で元素金属類を測定した例をご紹介いたします。

DigiPREP Jr. 昇温条件
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超音波洗浄
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酸分解
（DigiPREP Jr.）

*1 サンプルの性質によっては、分解後の溶液に臭いや着色が見られる場合があります。
場合によって、過酸化水素水（H2O2）の追加添加等が必要となる可能性が考えられます。
また、希釈操作等を行ってから分析機器に導入することもございます。

2. 測定方法の妥当性確認

認証標準物質（CRM）（*2） No.13 頭髪標準試料を用いて、本手法の妥当性を評価しました。

サンプル
秤量
（mg）

定容
（mL）

Cd
(µg/g)

Cu
(µg/g)

Pb
(µg/g)

Sb
(µg/g)

Se
(µg/g)

認証値 （保証値） - - 0.23
±0.03

15.3
±1.3

4.6
±0.4

0.042
±0.008

1.79
±0.17

実測値 196.94 20 0.22 15.0 4.2 0.035 1.73

*2 「NMIJ CRM」は国立研究開発法人産業技術総合研究所・計量標準センター（AIST・NMIJ）で生産された認証標準物質です。



認証標準物質の検討で得られた手法を用いて、実試料への適応性を確認しました。
2種類の実試料（体毛および爪）について、同じ方法で酸分解を行うことができました。

●サンプリング対象：体毛（A.猫 B.犬）の場合

●サンプリング対象：爪（A.猫 B.犬）の場合
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DigiTUBEs 使い捨て時計皿DigiPREP Jr.

3. 実試料への適応性

H2O2添加後再分解、放冷

酸分解後のサンプルの様子 定容後のサンプルの様子

H2O2添加後再分解、放冷

酸分解後のサンプルの様子 定容後のサンプルの様子

4. 関連製品

DigiTUBEs

使い捨て時計皿

50mL対応 DigiPREP

容量 SCP P/N 包装形態 ラックロック機能 キャップ 入数 Cat.No.

50mL 010-500-261 一括包装 ○ ○ 750本 8520-50204

100mL 010-501-261 一括包装 ○ ○ 300本 8520-50194

品名 SCP P/N 仕様 入数 Cat.No.

Disposable Watch Glass (使い捨て時計皿) 010-500-081 50mL 用 500個 8520-50206

品名 SCP P/N 仕様 入数 Cat.No.

DigiPREP Jr. 010-505-205 50ｍL用/24本 1式 8520-50013

A B A B

A B
A B


